
奈良市立若草こども園運営規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、奈良市立若草こども園（以下「当園」という。）の運営に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところ

による。 

（１）１号認定子ども 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号。以下「支

援法」という。）第１９条第１項第１号に掲げる小学校就学前子どもに該当する

支給認定子どもをいう。 

（２）２号認定子ども 支援法第１９条第１項第２号に掲げる小学校就学前子どもに

該当する支給認定子どもをいう。 

（３）３号認定子ども 支援法第１９条第１項第３号に掲げる小学校就学前子どもに

該当する支給認定子どもをいう。 

（４）保育標準時間認定 支援法第２０条第３項に基づく保育必要量の認定について

１月当たり平均２７５時間まで（１日当たり１１時間までに限る。）の認定をす

ることをいう。 

（５）保育短時間認定 支援法第２０条第３項に基づく保育必要量の認定について１

月当たり平均２００時間まで（１日当たり８時間までに限る。）の認定をするこ

とをいう。 

（施設の目的及び運営の方針） 

第３条 本市が設置する当園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、

満３歳以上の子どもに対する教育及びに保育を必要とする子どもに対する保育を一

体的に行い、これらの子どもの健やかな成長が図られるようふさわしい環境を与えて、

その心身の発達を助長するとともに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的

とする。 

２ 当園は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）、就学前の子どもに関する教育、

保育等の総合的な提供の推進に関する法律（平成１８年法律第７７号）、支援法その

他の関係法令を遵守して運営する。 

（事業所の名称等） 

第４条 当園の名称、所在地等は、次のとおりとする。 

名称 奈良市立若草こども園 

所在地 奈良市川上町４９３番地の１ 

職員の職

種、員数及

職種 員数 職務の内容 

園長 １人 職員及び業務の管理を一元的に行い、



び職務の

内容 

 

※ 

員数につい

ては４月１

日時点の配

置数を記載

しています。 

法令等を遵守させるため職員に対し

必要な指揮命令を行うとともに、園児

を把握し、園務をつかさどる。 

副園長 １人 園長を補佐し、その命を受け、所属職

員の指揮監督を行う。また、園長に事

故があるとき、又は欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

保育教育士 園児の受入れ状況に

応じ、奈良市幼保連

携型認定こども園の

設備及び運営に関す

る基準を定める条例

（平成２６年奈良市

条例第３５号）に定

める必要な員数 

教育・保育に従事し、その計画の立案

及び実施、記録、家庭連絡等の業務を

行う。 

調理員 １名以上で、園児の

受入れ状況に応じ必

要な員数 

管理栄養士が作成した献立に基づき、

給食及びおやつを調理する。 

その他職員 １人 用務員（委託） 

※員数については、入所人員により変動することがある。 

教育・保育

の提供を

行う日及

び利用時

間等 

教
育
・
保
育
の
提
供
を
行
う
日 

提供日 休業日以外の日 

休業日 ・１号認定子ども 

（１）日曜日及び土曜日 

（２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に規定する休日 

（３）夏期休業日（７月２０日から８月３１日まで） 

（４）冬期休業日（１２月２４日から翌年１月８日まで） 

（５）春期休業日（３月１９日から４月７日まで） 

・２号・３号認定子ども 

（１）日曜日 

（２）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

（３）１２月２９日から翌年１月３日まで 

学期 

 

・１号・２号認定子ども対象 

第１学期（４月１日～８月３１日） 

第２学期（９月１日～１２月３１日） 

第３学期（１月１日～３月３１日） 



利用時間 １
号
認
定
子
ど
も 

通常保育（月曜から金曜まで） 

９：００～１４：００ 

一時預かり 

通常期間（月曜から金曜まで） 夏・冬・春期休業期間 

７：３０～９：００ 

及び 

１４：００～１８：３０ 

７：３０～１８：３０ 

２
・
３
号
認
定
子
ど
も
（
保
育
短
時
間
認
定
） 

通常保育 

平日 土曜日 

８：３０～１６：３０ ８：３０～１６：００ 

延長保育（月曜から金曜まで） 

朝延長 

７：３０～ ８：３０ 

夕方延長 

１６：３０～１８：３０  

２
・
３
号
認
定
子
ど
も
（
保
育
標
準
時
間
認
定
） 

通常保育 

平日 土曜日 

７：３０～１８：３０ ７：３０～１６：００ 

 

利用者負

担その他

の費用の

種類及び

額 

利用料 本市が定める特定教育・保育施設に係る利用者負担額 

一時預かり利用

料 

園児１人につき日額５００円とし、利用券を交付する際に

徴収 

延長保育利用料 朝延長、早朝延長及び最終延長は、園児１人につき１回の

利用ごとに１００円 

夕方延長は、園児１人につき１時間までごとに１００円 

１号認定子ども

に係る給食費 

（月額） 

４月から翌年２月まで（８月を除く。） ３，７４０円 

３月 ２２０円に当該年度の給食実施日の日数を乗じて

得た額から３７，４００円を減じて得た額 



上記の規定にかかわらず、１月にあたり９日以上の欠食が

あった場合（連続する場合に限る。） １，８７０円 

２号認定子ども

に係る給食費 

（月額） 

※注 

３号認定子どもで

年度途中に３歳の

誕生日を迎えた場

合は、その翌年度

から２号認定子ど

もとして給食費を

徴収する。 

４月から翌年２月まで ６００円 

３月 ３０円に当該年度の給食実施日の日数を乗じて得

た額から６，６００円を減じて得た額 

上記の規定にかかわらず、１月当たり１０日以上欠食した

場合 ３００円 

３号認定子ども

に係る給食費 

保育料に含まれる 

日用品費、文房

具費等 

教育・保育に必要な物品の購入費用として園長が定めた額 

日本スポーツ振

興センター共済

掛金 

独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令（平成１

５年政令第３６９号）に定める額 

支給認定

区分ごと

の利用定

員 

支給認定区分 利用定員 

１号認定子ども ３０ 人 

２号認定子ども ５８ 人 

３号認定子ども ４２ 人 

（提供する教育・保育の内容） 

第５条 当園の教育・保育課程その他の教育・保育の内容は、幼保連携型認定こども園

教育・保育要領（平成２６年内閣府・文部科学省・厚生労働省告示第１号）に基づき、

奈良市立こども園の管理運営に関する規則（平成２７年奈良市規則第６号。以下「運

営規則」という。）に定める教育・保育内容を提供する。 

２ 前項の教育・保育の提供に際し具体的な内容は、奈良市立こども園カリキュラム（平

成２７年３月策定）に定めるところによる。 

３ 教育・保育課程に掲げる目標は次のとおりとする。 

（１）教育・保育目標 

「心身ともに健康でたくましく生きる子ども」の育成 

（２）めざす子ども像 

① 明るく元気に遊ぶ子ども 

② 自分も友達も大切にする子ども 

③ 自ら考え、最後までやろうとする子ども 



（利用の開始及び終了に関する事項、利用に当たっての留意事項） 

第６条 １号認定子どもの認定を受けて当園の利用を希望する場合は、入園願書に必要

書類添えて提出するものとする。 

２ １号認定子どもについて、利用定員を超える入園申込みがあった場合は、公正な方

法による選考を行い、入園者を決定する。なお、１号認定を受けて他の市立幼稚園又

はこども園に重複して入園願書を提出することはできないものとする。 

３ 前項の選考方法その他入園に必要な手続は、毎年度募集要項を定めて公表するもの

とする。 

４ ２号認定子ども及び３号認定子どもの利用については、本市の実施する利用調整に

より利用を決定されたときは、当園はこれに応じるものとする。 

５ 園児の保護者は、当園の利用について、次の各号に掲げる事由のいずれかに該当す

る場合は、退所する月の前月末日までに利用施設等退所届を提出するものとする。 

（１）支援法第２４条第１項各号のいずれかに該当する場合 

（２）当園の利用を辞退して退所する場合 

（３）その他利用の継続について重大な支障又は困難が生じた場合 

（緊急時における対応方法及び安全対策） 

第７条 当園は、園児の安全の確保を図るため、学校保健安全法（昭和３３年法律第５

６号）により市で策定された「奈良市立園における安全管理マニュアル」（以下「安

全管理マニュアル」という。）にのっとり、園児の健康状態の急変その他緊急事態が

生じたときは、速やかに園医又は園児の主治医に相談するとともに、奈良市保育総務

課及び園児の保護者等に連絡をする等の措置を講じる。 

２ 当園は、事故の状況や事故に際してとった処置について記録するとともに、事故発

生の原因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。 

３ 当園は、緊急時に安全かつ適切な行動がとれるよう職員に対する研修を実施する。 

４ 当園は、市が策定する「奈良市立保育園・こども園食物アレルギー対応マニュアル」

にのっとり、給食の提供について適切な対応に努める。 

（非常災害等対策） 

第８条 当園の非常災害対策ついては、消防計画及び風水害、地震に対処するための計

画を前条第１項の安全管理マニュアルに従い作成し、園児の避難及び関係機関への

連絡体制を整備し当該体制について職員に周知するとともに、定期的な避難及び救

出その他の必要な訓練を行う等の対策を講じる。 

（虐待の防止のための措置） 

第９条 当園は、園児に対する虐待を防止するため、職員に対する研修等を定期的に行

うものとする。 

（苦情対応） 

第１０条 当園は、園児の保護者等からの苦情に迅速かつ適切に対応するために、苦情



解決責任者及び苦情受付担当者を決め、苦情に対して必要な措置を講じる。 

２ 当園が苦情を受け付けた際は、速やかに事実関係等を調査するとともに、苦情申出

者との話合いによる解決に努めるとともに、必要な改善を行う。 

３ 当園は、苦情内容及び苦情に対する対応、改善策等について記録する。 

（その他運営についての重要事項） 

第１１条 その他当園の運営について必要な事項は、市長が別に定める。 

 

附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

 


